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「アマメシ」とそれを『作る人』や『食べる人』の姿を紹介

今回は、市内約20,000人の子ども達が食する『小学校給食』に

込められた想いやエピソードを教えていただきました。

この日の献立は、豆乳汁に加え、「ごはん、鶏肉のしょうが焼き、きゃべつのおかか和

え、牛乳」でした。ごはんはふっくらと炊き上がり、どの料理も食べやすい硬さで、食材

の味を活かしたやさしい味つけでした。尼崎市のような都市部では、地場産野菜を給食に

使用することはとても難しいのですが、農家さんや市民グループ等の協力により、年に数

回このような地産地消献立を提供できるようになったとのこと。給食室前には、盛り付け

の見本や「田能（たのう）のさといも」の写真が展示されており、校内放送でも、献立に

込められた思いや田能（たのう）のさといものいわれなどの説明が流れていました。

子ども達は、感謝の気持ちと一緒に「アマメシ」を味わっていました。

編集: 尼崎市保健所 健康増進課

給食版

ご協力いただきありがとうございました。

担当課名：尼崎市教育委員会事務局
学校給食課

電話番号：06-4950-5675

≪栄養価（子ども１人分）≫ エネルギー：63kcal、食物繊維：1.7g、食塩相当量：0.7g

ホッカホカの給食♡


